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V
セ
ン

里
村
一
川
。

=
イ
ツ
ソ
ウ
ア
ン
-
草
庵
金
棒
高
提
寺
の
塔
頭

-
で
あ
っ
た
。
寛
永
年
閉
山
密
接
の
創
立
す
る
厨
。
後

一
破
却
し
て
絶
え
た
。
延
貧
六
年
十
一
周
二
十
一
日
高

二
能
寺
普
門
か
ら
偉
鰹
寺
に
届
出
た
書
類
に
、
『
金
棒
庄

宮
腹
道
議
松
山
高
峰
寺
塔
一
草
庵
、
右
之
塔
頭
寛
永

年
中
に
笛
寺
閉
山
密
接
和
衛
設
建
立
置
候
得
共
、
笛

寺
地
内
に
御
座
候
。
』
と
あ
る
。

イ
ツ
ソ
ウ
テ
イ
-
草
事
務
政
の
頃
金
揮
に
在

っ
た
料
理
底
。
鹿
瀬
旭
斑
が
安
政
七
年
ハ
高
延
元
X
一一

周
こ
L
に
遊
ん
だ
記
事
に
、
『
左
に
渓
慌
を
見
る
。
日

〈
浅
野
川
。
蹟
さ
五
十
間
可
り
、
山
伊
に
背
松
を
列
ね
、

三
町
北
折
し
て
仮
構
を
渡
b
、
渓
右
に
し
て
東
行

す
。
人
家
停
上
に
列
る
。
地
急
に
上
る
五
六
十
歩
、

即
ち
一
草
亭
な
り
。
』
と
あ
る
。
板
橋
は
勘
遜
構
だ
か

ら
、
後
の
天
神
坂
を
稿
上
っ
た
既
に
あ
っ
た
と
思
は

れ
る
。
明
治
に
な
っ
て
は
御
歩
町
に
一
草
亭
と
い
ふ

の
が
あ
っ
た
。

イ
ツ
ソ
ン
ダ
テ
一
村
建

4
プ
Y
ケ
分
卦
。

イ
ツ
テ
ツ
一
餓
石
川
郡
白
山
村
の
万
鍛
冶
で
、

活
濡
奥
助
。
そ
の
銘
は
白
山
之
住
一
一
鉄
と
も
、
つ
る

ぎ
の
佐
一
一
鉄
と
も
、
し
ら
山
の
ふ
も
と
ツ
ル
キ
佳
一

鉄
、
白
山
露
木
住
一
銭
と
も
叉
は
一
鉄
奥
助
な
ど
種

種
あ
る
。
そ
の
属
地
と
停
へ
る
は
、
荷
主
町
か
ら
上
、

吉
野
往
来
の
側
川
縁
で
あ
る
。
一
鉄
の
鍛
刀
は
一
代

限
b
で
、
そ
の
子
擦
は
鶴
来
で
卒
右
衛
門
鍛
冶
と
異

名
せ
ら
れ
る
野
鍛
冶
で
あ
っ
た
。

イ
ツ
ト
ウ
ダ
イ
ギ
『
?
ワ
-
統
大
牛
金
棒
賓
回

寺
廿
九
代
の
住
持
。
生
闘
は
肥
後
、
文
政
四
年

E
周

十
一
日
江
州
中
宿
蓮
泉
寺
よ
り
治
山
し
、
七
年
六
周

イ
ツ

竹

z
v
d
・
ツ
ポ
ン
ギ
バ
ナ
'
一
本
木
鼻

須
曾
の
南
方
に
あ
る
岬
。

イ
ツ
ポ
ン
パ
シ
一
本
提
江
沼
郡
大
雲
寺
の
一

本
橋
町
に
在
っ
た
。
江
沼
志
稿
に
板
橋
長
さ
三
聞
こ

尺
七
サ
踊
六
尺
。
往
昔
は
百
姓
の
遣
っ
た
濁
木
橋
で

あ
っ
た
か
ゐ
、
一
本
橋
と
い
っ
た
と
あ
る
。

イ
ツ
ボ
ン
マ
ツ
一
本
松
金
得
の
町
名
。
も
と

は
石
川
郡
笠
輝
村
に
屈
し
た
地
で
、
元
機
九
年
の
地

子
町
肝
煎
附
に
笠
輝
一
本
松
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉

小
立
野
一
本
松
と
も
い
っ
て
卯
辰
山
の
一
本
訟
と
の

混
同
を
避
け
た
が
、
今
は
問
中
に
一
本
松
と
い
ふ
こ
と

に
な
っ
た
。
償
漸
得
雑
記
に
、
普
は
小
立
野
の
方
片

側
の
み
家
が
並
ん
で
ゐ
た
の
で
、
一
方
町
と
い
っ
た

の
を
、
後
に
唱
ヘ
誤
っ
て
一
本
町
或
は
一
本
松
な
ど

と
呼
ん
だ
と
の
偲
読
を
載
せ
て
あ
る
が
、
果
し
て
然

る
や
否
や
は
明
ら
か
で
な
い
。

イ
ツ
ポ
ン
マ
ツ
一
本
松
河
北
郡
卯
辰
山
に
あ

っ
た

E
松
。
越
管
賀
三
州
志
に
、
弁
上
勘
左
衛
門
は

初
め
前
田
利
家
に
仕
へ
た
が
、
文
様
中
流
浪
し
、
慶

長
五
年
浅
井
畷
合
戦
の
胞
は
太
田
但
臓
に
仕
ヘ
、
明

年
鎗
功
を
以
て
再
び
公
臣
と
な
り
、
千
三
百
石
に
去

っ
た
。
彼
の
一
本
松
は
こ
の
勘
左
衛
門
の
政
探
に
植

ゑ
た
も
の
で
あ
る
と
あ
る
。
句
径
の
草
庵
集
に
、
『
一

本
の
.
松
を
ち
か
ら
や
湿
公
北
校
』
と
あ
る
も
是
で

あ
る
。
明
治
廿
三
年
二
月
廿
一
一
一
日
午
前
十
一
時
頃
遊

山
容
の
焚
火
に
よ
っ
て
焼
出
し
、
廿
四
日
午
後
一
時

に
至
っ
て
全
く
反
盤
に
節
し
た
。

イ
ツ
ポ
ン
マ
ツ
一
本
松
風
京
都
浦
上
の
内
な

る
正
備
の
小
手
。

イ

.vs
泉
石
川
郡
富
樫
庄
に
鴎
す
る
部
帯
。

加
越
能
萄
跡
緒
に
、
『
泉
領
の
内
に
館
と
申
所
有
b
。

木
骨
義
仲
陣
腕
の
陶
申
偉
ふ
。
今
は
作
食
践
に
成
b

イ
ヅ
ミ
カ
ヂ
泉
鍛
冶
町
田
利
長
の
時
、
万
工

で
金
揮
の
郊
摺
泉
の
地
に
住
し
て
ゐ
た
も
の
を
泉
鍛

冶
と
い
う
た
。
叉
利
長
の
書
翰
に
富
山
の
泉
鍛
冶
と

番
い
て
あ
る
の
は
、
泉
鍛
冶
の
中
富
山
に
移
住
し
た

も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
清
光
一
一
慨
は
泉
鍛
冶
で
あ

っ
た
が
、
泉
鍛
冶
は
清
光
一
一
献
の
み
に
は
限
ら
ぬ
で

あ
ら
号
。

イ
ヅ
ミ
ジ
ン
ジ
ヤ
出
水
紳
結
江
沼
郡
橋
武
に

鎮
座
す
る
式
内
世
。
巣
年
代
略
記
に
、
暦
仁
元
年
加

賀
泉
社
火
あ
り
吃
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
o
萄
停
に
往

古
は
泉
之
澗
と
い
ふ
務
停
に
鎮
座
し
た
が
、
祉
地
波

瀞
の
錫
に
崩
壊
し
た
か
ら
、
今
の
泉
山
に
諮
座
せ
し

め
た
と
い
ふ
。
中
頃
泉
之
社
叉
は
御
山
之
祉
と
践
し

た
こ
と
が
あ
り
、
明
治
五
年
夏
に
山
崎
一
名
蛭
場
の

山
に
移
し
た
。
但
し
別
に
異
設
が
あ
る
。
加
賀
志
徴

に
い
ふ
。
白
山
本
式
赴
考
等
に
出
水
制
祉
を
大
杉
村

に
在
る
と
あ
る
が
、
こ
の
大
移
は
江
沼
郡
小
杉
の
諜

b
a
ウ
ヅ

で
あ
ら
う
。
小
杉
の
隣
自
に
は
生
水
村
が
あ
る
か
ら
、

枇
践
は
そ
れ
に
図
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
ら
号
と
。

イ
ヅ
ミ
シ
ン
マ
チ
泉
新
町
金
制
仰
の
町
名
で
、

泉
町
か
ら
南
方
を
い
ふ
。
俗
に
新
町
と
も
出
町
と
も

聴
す
る
。
こ
の
あ
た
り
は
延
貨
の
頃
に
は
ま
だ
家
屋

の
な
い
郡
地
で
あ
っ
た
。

イ
ヅ
ミ
タ
カ
イ
へ
泉
高
家
働
時
卑
分
豚
に
、
富

樫
次
郎
家
遜
の
三
男
三
郎
家
経
の
弟
泉
四
郎
高
家
が

あ
る
。
高
家
は
石
川
部
富
樫
庄
泉
村
に
居
住
し
た
の

で
あ
ら
う
。

イ
ヅ
ミ
デ
ラ
マ
チ
泉
寺
町
金
揮
の
町
名
で
、

本
名
を
泉
野
寺
町
と
い
ふ
。
元
和
の
初
古
寺
町
等
に

あ
っ
た
寺
院
を
泉
野
の
地
へ
移
し
て
泉
野
寺
町
と
名

づ
け
た
。
然
る
に
元
除
の
前
か
ら
泉
野
寺
町
の
う
ち

野
回
遊
な
る
を
野
田
寺
町
、
鶴
来
遊
な
る
を
泉
寺
町

4
d
z
g
J

泉
野
石
川
郡
富
樫
庄
泉
野
・
泉
・
西

泉
・
米
泉
・
泉
野
新
・
泉
野
出
・
泉
野
十
一
屋
及
び
五
ケ

庄
増
泉
に
至
る
聞
は
一
慢
の
鹿
野
で
、
之
を
泉
野
と

総
稽
し
た
。
今
金
揮
の
野
町
・
泉
寺
町
・
野
田
寺
町
も

そ
の
野
の
中
で
、
一
面
野
田
・
長
坂
の
山
麓
に
ま
で

も
及
ん
で
ゐ
た
と
見
え
る
。

イ
ヅ
ミ
ノ
泉
野
石
川
郡
富
樫
庄
に
麗
す
る
部

落。
イ
ヅ

εノ
シ
オ
キ
バ
泉
野
仕
躍
場
慶
長
十
九

年
不
破
彦
五
郎
召
仕
の
少
女
が
、
彦
五
郎
の
市
北
に
穫

を
奥
へ
た
に
よ
っ
て
、
泉
野
で
火
刑
に
隠
せ
ら
れ
、

元
和
四
年
陀
羅
尼
鍛
冶
六
競
等
は
密
遁
に
よ
っ
て
泉

野
に
於
い
て
釜
煎
の
刑
に
慮
せ
ら
れ
、
間
入
年
足
腰

掛
原
文
臓
が
衆
道
の
事
に
よ
っ
て
金
棒
泉
野
で
牛
裂

に
行
は
れ
た
等
の
こ
と
が
あ
る
。
此
等
は
石
川
郡
富

樫
庄
泉
野
村
の
地
内
で
あ
ら
号
。
後
世
泉
新
町
と
有

松
町
と
の
地
境
に
仕
置
場
が
あ
り
、
そ
れ
も
欝
と
泉

野
の
内
だ
か
ら
、
最
初
か
ら
こ
L

で
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
ぬ
。

イ
ヅ
ミ
ノ
ジ
ュ
ウ
イ
チ
ヤ
泉
野
+
-
屋

l
ジ

ュ
ウ
イ
チ
ヤ
十
一
屋
。

イ
ヅ

εノ
シ
ン
泉
野
新
石
川
郡
富
樫
庄
に
回

す
る
替
部
落
名
。
泉
野
新
百
姓
と
も
泉
野
新
聞
と
も

い
う
た
が
、
天
保
申
地
質
煎
村
と
改
め
た
。

イ
ヅ
ミ
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
泉
野
紳
枇
金
津
野
町
に

在
っ
て
野
町
神
明
富
と
も
い
ひ
、
古
へ
の
泉
野
の
内

で
あ
る
。
赴
記
に
よ
れ
ば
、
も
と
卯
辰
山
の
内
摩
利

支
天
山
に
鎮
座
し
た
が
、
讃
岐
と
い
ふ
者
之
を
小
京

野
な
る
後
の
本
多
安
房
鹿
屋
敷
の
地
に
移
し
、
更
に

野
町
に
縛
じ
た
も
の
L
如
く
に
見
え
る
。
し
か
し
小

宜
野
の
紳
明
は
、
後
に
観
普
院
の
閉
山
に
な
っ
た
紛

擾
が
慶
長
元
年
十
周
伊
勢
の
御
師
鵡
井
県
左
衛
門
に

四
九


